
 4年制歯科技工士教育機関としての 

     東京医科歯科大学歯学部口腔保健工学専攻の教育の変遷と展望 

              口腔保健工学専攻 教授  鈴木哲也   

国立系として最古の技工士学校

であった。 

 ◯本科（2年間、定員20） 

  ＋実習科（2年間、定員10） 

3年間は技工士学校と口腔保健

工学専攻が共存していた。 

・広島大学は既に平成17年に4年制大学として口腔

工学専攻をスタートしていた。 

・国立大学附属の歯科技工士学校は大阪大学と東

北大学の2校を残すのみ 

カリキュラム改訂

と組織改変 

入学定員 10名 

 ＋ 2年次編入 5名 

2018年7月5日 

なぜ 2年も遅れたのか？ 

Ⅰ．養成施設の変遷と概況 
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Ⅱ．東京医科歯科大学の入学試験の現状 

参考：広島大学の入学試験の現状 
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・1年次は基本的には教養部で他学科の学生と一緒にリベラルアーツを学ぶ。火曜日の1日を除き、専門教育は2

年次以降となる。 

Ⅲ．教育内容 

口腔保健工学専攻が養成する人材 

１．高度かつ特化した専門的歯科技工の技術を有する人 

２．新たな歯科材料、技術を開発できる人 

３．多職種と連携できる幅広い医学的知識を有する人 

４．国際的に活躍できる人 

５．歯科技工士の地位向上のため行政面で関われる人 

６．自ら学ぶ姿勢を有し、問題発見・解決能力をそなえた人 

７．歯科技工士教育をリードできる人 

「歯科技工の技術に偏るの

ではなく、幅広い知識と専

門技能を有し、多方面で

活躍できる人材」 

 ① 先端歯科技工への対応 

 ② グローバル化への対応 

 ③ 多職種連携への対応 

教育の重点項目 

3



◯ 2年次 ： カリキュラムの一貫として海外特別研修を実施 

    ・11月 台湾台北医学大学口腔医学院を訪問 

           （国際交流センター 教員による英語プレゼンテーション作成の指導） 

   ・３月 本専攻に来訪 

   ◯ 双方向 

   ◯ 100 ％ 

   ◯ 事前学習  

グローバル化と 

デジタル化 

1. グローバル教育の推進 

四
年
制
大
学
の
国
際
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ー
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ア
ム
開
催
予
定 

9月 

海外研修奨励制度（スェーデン イエテボリ大学) 
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2. 先端歯科技工、デジタル歯学教育の推進 

学生1人に1台のCADソフト 

豊富な最新設備によるデジタル

ワークフローを経験、理解 

・審美歯科工学 

・インプラント工学 

◎ ４年次 卒業制作での作品 

5



３. 多職種連携への対応 

◯多職種との共通言語が理解できるか？ 

 ・人体の構造と機能  

 ・感染予防  

 ・口腔外科学 

 ・口腔リハビリテーション学 

 ・高齢者歯科学   

 ・障害者歯科学 

 ・放射線画像解析  

 ・救命救急 

 ・オーラルアプライアンス（睡眠時無呼吸症候群） 

歯科技

工士？ 

課題 

 ・歯科技工士は多職種連携の輪の外では？ 

 ・顔の見えない職業 

 ・自分の作った補綴物がどのよう機能するか

はわからない 

 ・歯科医師の指導の下、できることは？ 

  ・職域拡大の必要性 

6



Ⅳ. 東京医科歯科大学 4回生までの進路 

参考： 広島大学 10期生までの進路 

Ⅴ．新たな歯科技工士像創成のための教育の提言 

臨床義歯管理工学士 

臨床義歯管理工学 

 歯科医療チームの一員として臨床に必要

な、高齢者に特有な疾患について学び、基本

的な医療管理（標準予防策、義歯管理、デー

タ管理）の学理と技法を修得する。  

高齢者医療への参加 
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